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ア
ユ
は
、
現
在
の
琵
琶
湖
の
漁
獲
量
の
な
か
で
、
四
〜
五
割

を
占
め
る
重
要
な
魚
で
す
。
一
般
的
に
、
ア
ユ
は
河
川
の
下
流

域
で
産
卵
・
孵
化
し
て
海
へ
流
下
し
、
冬
を
海
域
で
過
ご
し
、

暖
か
く
な
る
と
海
か
ら
遡
上
し
て
川
の
上
流
で
夏
を
過
ご
し
ま

す
。
し
か
し
、
琵
琶
湖
の
ア
ユ
は
、
多
く
が
琵
琶
湖
の
な
か
で

一
生
を
過
ご
し
、
成
魚
に
な
っ
て
も
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
小
鮎
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
小
鮎
は
、
明
治
時
代
ま
で
、
琵
琶
湖
の
固
有
種
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
に
よ
り
大
き
く
成
長
す
る
と

判
明
し
、
琵
琶
湖
産
小
鮎
は
ア
ユ
苗
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ア
ユ
苗
と
は
、
河
川
放
流
用
・
養
殖
用
に
採
取

し
一
定
期
間
育
て
出
荷
さ
れ
る
も
の
で
、
琵
琶
湖
産
小
鮎
は
県

内
外
に
移
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
湖
産
ア
ユ
が
遺
伝
的
に

他
の
ア
ユ
と
異
な
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
、
国
内
外
来
種
の
観

点
か
ら
放
流
が
控
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
鮎
配
給
事

業
は
大
正
・
昭
和
期
を
通
じ
て
滋
賀
県
に
お
け
る
水
産
業
の
な

か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
小
鮎
に
つ

い
て
、
と
く
に
輸
送
に
着
目
し
て
み
て
い
き
ま
す
。

１ 

小
鮎
の
需
用
の
高
ま
り

　
一
九
〇
八
年
︵
明
治
四
一
年
︶
以
降
、
理
学
博
士
・
石
川
千

代
松
や
滋
賀
県
水
産
試
験
場
︵
以
下
、
県
水
産
試
験
場
︶
の
研

究
に
よ
り
、
小
鮎
は
環
境
に
よ
っ
て
他
の
ア
ユ
と
同
様
に
大
き

く
成
長
し
、
ア
ユ
苗
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。

　
一
方
、
大
正
時
代
に
は
、
電
源
開
発
が
進
み
、
水
力
発
電
所

が
全
国
各
地
に
建
設
さ
れ
る
と
、
発
電
設
備
に
よ
っ
て
ア
ユ
が

遡
上
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
小
鮎
は
、
近
隣
で
鮮
魚
と
し
て
消
費
さ
れ
る
ほ
か
、

飴
煮
や
佃
煮
と
し
て
加
工
さ
れ
る
の
み
で
し
た
が
、
小
鮎
が

ア
ユ
苗
に
適
す
る
と
い
う
研
究
結
果
は
、
全
国
的
な
ア
ユ
の
減

少
問
題
に
対
し
て
改
善
の
糸
口
と
な
り
、
河
川
移
殖
用
の
ア
ユ

苗
の
需
要
が
高
ま
り
始
め
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
一
九
三
〇
年
︵
昭
和
五
年
︶
に
、
滋
賀
県
は
ア
ユ
苗

の
配
給
を
県
営
事
業
と
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
個
人
や
組
合
が

行
っ
て
い
た
配
給
体
制
か
ら
、
県
水
産
試
験
場
が
県
内
外
の
需

要
者
か
ら
注
文
を
受
け
付
け
、
県
内
の
配
給
業
者
に
出
荷
を
指

示
す
る
体
制
と
な
り
、
配
給
業
者
も
県
知
事
に
よ
る
認
可
制
と

な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
小
鮎
配
給
事
業
は
、
昭
和
期
を
通
し

て
県
の
水
産
行
政
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
ま
し
た
。

戦
後
、
一
九
六
三
年
に
滋
賀
県
鮎
苗
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に

委
託
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
県
に
よ
る
配
給
体
制
は
継
続
し

ま
す
︵
注
１
︶。

２ 

小
鮎
の
鉄
道
輸
送

　
小
鮎
の
県
内
外
で
の
需
用
が
高
ま
る
な
か
で
必
要
と
な
っ
た

の
が
、
小
鮎
を
大
量
に
輸
送
す
る
こ
と
で
し
た
。
生
き
た
魚
を

輸
送
す
る
こ
と
を
活
魚
輸
送
と
い
い
ま
す
。
ア
ユ
苗
は
、
輸
送

し
た
先
で
生
育
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
死
に
や
す
い
小

鮎
を
で
き
る
限
り
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
長
距
離
を
運

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
動
車
で
の
輸
送
と
比
較
し
て
、
大
量
の
輸
送
に
適
し
た
の

が
鉄
道
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
鉄
道
に
よ
る
活
魚
輸
送
は
鮮
魚
を

輸
送
す
る
簡
易
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
ユ
苗
を
運
搬
す
る

た
め
に
新
た
な
輸
送
方
法
の
開
発
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
一
四
年
︵
大
正
三
年
︶、
石
川
千
代
松
博
士
は
知
内
孵
化
場

で
孵
化
飼
育
し
た
小
鮎
を
鉄
道
︵
彦
根

-

青
梅
間
︶
で
運
送
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
た
小
鮎
の
鉄
道
輸
送

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
輸
送
は
少
量
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
以
降
、
大
量
の
長
距
離
輸
送
に
適
う
運
搬
器
の
開
発
が
す

す
め
ら
れ
ま
す
。
一
九
二
五
年
以
降
、
県
水
産
試
験
場
で
は
計

四
回
の
長
距
離
汽
車
輸
送
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
な
か
で
、
県
水
産
試
験
場
の
技
師
を
中
心

に
、
圧
縮
酸
素
の
利
用
や
上
下
運
動
に
よ
り
波
を
動
か
す
器
械

な
ど
、
新
た
な
輸
送
方
法
が
次
々
と
考
案
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
付
き
添
い
人
が
柄
杓
に
よ
り
不
眠
不
休
で
水
槽
を
か
き

回
し
、
酸
素
を
循
環
さ
せ
て
小
鮎
を
生
か
し
て
い
ま
し
た
。
付
き

添
い
人
の
負
担
も
非
常
に
大
き
く
、
小
鮎
の
生
存
率
も
低
か
っ

た
た
め
、
運
搬
器
の
開
発
は
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
三
一
年
︵
昭
和
六
年
︶
に
は
、
農
林
省
水
産

局
と
県
水
産
試
験
場
の
指
導
に
よ
り
鉄
道
省
が
設
計
し
た
、
日

本
初
の
活
魚
貨
車
が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
活
魚
貨
車
は
小
鮎
の

輸
送
に
用
い
ら
れ
、
圧
縮
酸
素
や
水
槽
の
工
夫
に
よ
り
、
小
鮎

の
生
存
率
が
九
九
％
以
上
と
な
り
、
輸
送
状
況
が
大
き
く
改
善

し
ま
す
︵
注
２
︶。
ま
た
、
図
１
に
示
し
た
グ
ラ
フ
か
ら
は
、

一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
三
年
間
で
小
鮎
の
輸
送
数
量

が
倍
増
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
鉄
道
に
よ
る
輸
送
数
量
が
四
倍

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︵
注
３
︶。
鉄
道
輸
送
の

研
究
が
行
わ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
輸
送
地
が
長
距
離
化
し
輸

送
先
も
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

３ 

海
を
渡
る
小
鮎

　
国
内
で
の
ア
ユ
苗
の
需
要
が
高
ま
る
一
方
で
、
一
九
二
八
年
に
、

農
林
省
水
産
局
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
琵
琶
湖
産
小
鮎
の
船
舶
輸
送

ひ
し
ゃ
く

【
湖
国
こ
ぼ
れ
話
⑫
】 

小
鮎
を
は
こ
ぶ
　
活
魚
輸
送
へ
の
挑
戦
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過
去
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
小
鮎
の
輸
送
は
失
敗
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
新
聞
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
備
は
石
川
千
代
松
博
士
が
考
案
し
、
米
原-

横

浜
間
の
鉄
道
は
タ
ン
ク
を
か
き
回
し
て
酸
素
を
供
給
し
、
横
浜

か
ら
の
船
中
は
圧
縮
酸
素
を
供
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
鮎

の
太
平
洋
横
断
に
つ
い
て
日
本
の
学
者
は
﹁
不
可
能
﹂
と
述
べ

て
い
た
よ
う
で
す
︵
一
九
二
八
年
四
月
二
五
日
付
﹃
京
都
日
出

新
聞
﹄
朝
刊
︶
。
水
産
局
が
輸
送
費
の
み
で
約
六
〇
〇
〇
円
を

投
じ
た
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
と
き
は
小
鮎
一
万
尾
と
金
魚
二
〇
〇
尾
を
輸
送
し
、

四
月
二
四
日
に
米
原
を
出
て
二
六
日
に
横
浜
港
を
出
港
、
シ
ア

ト
ル
に
五
月
六
日
に
到
着
し
ま
し
た
。
結
果
は
好
成
績
で
、
五

割
ほ
ど
の
小
鮎
が
無
事
に
到
着
し
ま
す
。
小
鮎
は
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
一
部
は
ワ
シ
ン
ト
ン
湖
に
放
流
さ
れ
ま
し

た
︵
同
年
五
月
八
日
﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
朝
刊
・
同
年
七
月
六

日
﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
夕
刊
︶
。
小
鮎
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
送

に
つ
い
て
、
同
年
四
月
二
五
日
付
﹃
日
米
新
聞
﹄
記
事
に
は
、

﹁th
e
 la

te
st e

m
issa

ry
 o

f frie
n
d
sh

ip

︵
新
た
な
友
好
の

使
者
︶
﹂
に
な
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
鮎
は
日
本
を
代
表

す
る
魚
と
し
て
、
日
米
の
親
善
の
一
助
と
な
っ
た
の
で
す
。

４　

小
鮎
の
航
空
機
輸
送

　
県
水
産
試
験
場
で
は
、
一
九
三
一
年
四
月
に
航
空
機
を
用
い

た
小
鮎
の
長
距
離
空
輸
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
航
空
輸
送
の

試
験
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
、
逓
信
省
が
航
空
事
業
発

展
を
目
的
と
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
航
空
機
は
三
万
尾
の
小
鮎
を
載
せ
、
東
浅
井
郡
南
浜
︵
現
・

長
浜
市
︶
か
ら
離
水
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖
―
東
京
間
を
飛
ぶ
予

と
移
殖
に
挑
戦
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
魚

類
学
者
ジ
ョ
ー
ダ
ン
が
熱
望
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
輸
送

で
し
た
。

定
で
、
新
聞
記
事
に
は
、
成
功
す
れ
ば
﹁
水
産
航
空
界
の
画
期

的
壮
挙
﹂
と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
注
目
の
大
き
さ

が
伝
わ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
日
は
乱
気
流
の
影
響

を
受
け
離
水
し
た
約
一
〇
分
後
に
墜
落
し
、
乗
員
三
人
が
重
傷

を
負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︵
一
九
三
一
年
四
月
二
六
日
付
﹃
京

都
日
出
新
聞
﹄
朝
刊
︶
。
こ
の
失
敗
に
対
し
、
県
当
局
の
な
か

に
は
延
期
す
る
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
墜
落
の
数
日
後

に
は
一
万
尾
を
載
せ
て
改
め
て
決
行
さ
れ
ま
し
た
。
再
度
の
挑

戦
は
無
事
に
成
功
し
、
七
割
ほ
ど
が
満
足
な
状
態
で
東
京
の
大

森
に
到
着
、
奥
多
摩
に
放
流
さ
れ
ま
す
︵
同
年
四
月
三
〇
日
付

﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
朝
刊
︶
。

　
同
年
の
輸
送
方
法
は
自
動
車
三
二
七
万
六
五
〇
〇
尾
、
汽
車

二
二
一
万
三
〇
〇
尾
、
飛
行
機
九
万
一
〇
〇
〇
尾
で
、
飛
行
機

の
割
合
は
少
な
く
、
空
輸
は
試
験
的
な
段
階
で
し
た
︵
同
年
六

月
二
日
付
﹃
京
都
日
出
新
聞
﹄
朝
刊
︶
。
実
際
に
は
、
そ
の
後
も

小
鮎
の
輸
送
は
自
動
車
や
鉄
道
が
中
心
で
し
た
が
、
航
空
輸
送

へ
の
挑
戦
か
ら
は
、
輸
送
の
改
善
と
い
う
最
重
要
課
題
に
対
す

る
当
時
の
水
産
関
係
者
の
情
熱
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
当
時
、
小
鮎
輸
送
の
開
発
は
、
日
本
に
お
け
る
活
魚
輸
送
の

最
先
端
を
担
う
も
の
で
し
た
。
滋
賀
県
水
産
試
験
場
を
中
心
に

運
搬
器
の
開
発
や
輸
送
の
試
験
が
何
度
も
行
わ
れ
、
様
々
な
方

法
で
各
地
に
琵
琶
湖
の
小
鮎
が
運
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

︵
吉
水 

希
枝
︶

【
注
】

１
　
井
村
博
宣
﹁
琵
琶
湖
産
ア
ユ
種
苗
配
給
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成
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崩
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と
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﹂
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八
年

【図１】小鮎の鉄道・自動車別輸送数量
  数量出典：注3『琵琶湖の小鮎と移殖』「鉄道・自動車別累年輸送数量」を元に作成。

石川 12

京都 70　　　

兵庫 15

滋賀 11

1926 年度

石川 18
その他 11

京都 65
滋賀 13

兵庫 13

愛知 5

三重 1

1927 年度

126万尾

富山 20

神奈川 19

東京 12 埼玉 9

石川 8

その他 23

京都 65

愛知 22
滋賀 13

奈良 10

その他 17

1928 年度

219 万尾 108 万尾

（数字単位：万尾）

鉄道輸送 81 鉄道輸送 29

自動車運送 127 自動車運送 97 自動車運送 96

鉄道輸送

12



令和８年（2026）9月

　
令
和
七
年
度
も
、
例
年
通
り
関
連
資
料
の
調
査
・
収
集
を
進

め
ま
し
た
。

　
政
治
史
関
係
で
は
、
明
治
三
二
〜
三
五
年
に
滋
賀
県
知
事
を

務
め
た
河
島
醇
の
参
考
資
料
と
し
て
、
伝
記
編
さ
ん
時
に
作
成

さ
れ
た
資
料
類
を
収
集
し
ま
し
た
︵
①
︶
。

　
ま
た
、
地
域
の
名
望
家
の
資
料
群
と
し
て
、
前
年
度
か
ら
引

き
続
い
て
唐
川
布
施
家
文
書
の
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
、
さ
ら

に
、
湖
北
の
冨
田
家
文
書
や
甲
賀
の
大
原
家
文
書
の
調
査
収
集

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
木
之
本
で
造
り
酒
屋
を
営
む
冨
田
家
の

当
主
冨
田
八
郎
は
、
木
之
本
町
長
や
衆
議
院
議
員
を
務
め
、

さ
ら
に
、
伊
香
病
院
の
創
立
や
共
済
団
体
の
伊
香
相
救
社
、
江

北
銀
行
な
ど
に
も
関
わ
り
の
深
い
人
物
で
す
。
甲
賀
の
大
原

重
右
衛
門
は
、
衆
議
院
議
員
や
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
副
会

頭
を
務
め
た
人
物
で
、
そ
の
文
書
は
近
代
滋
賀
の
政
治
や
茶
業

等
に
関
す
る
好
史
料
で
あ
り
、
甲
賀
市
に
よ
っ
て

継
続
的
に
調
査
報
告
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
両
家

と
も
膨
大
な
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
政
治
・

産
業
・
社
会
・
教
育
な
ど
多
く
の
分
野
に
ま
た
が

る
た
め
、
今
後
も
資
料
収
集
を
続
け
る
予
定
で
す

︵
⑧
⑨
⑩
︶。

　
産
業
・
経
済
史
関
係
で
は
、
近
江
商
人
と
し
て

﹁
丁
吟
﹂
の
呼
び
名
で
知
ら
れ
る
小
林
吟
右
衛
門
家

︵
屋
号
が
丁
字
屋
︶
の
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。
丁

吟
は
、
江
戸
や
大
阪
で
織
物
卸
業
や
金
融
業
を
営
ん

だ
豪
商
で
、
現
在
、
屋
敷
は
資
料
館
と
し
て
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
家
の
文
書
に
加
え
、
県
の
重
要
な

産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
浜
縮
緬
の
関
連
文
献
と
し
て

組
合
の
機
関
紙
な
ど
の
雑
誌
類
を
収
集
し
ま
し
た

︵
②
③
︶。

　
県
内
へ
の
観
光
客
の
動
向
や
人
数
な
ど
を
調
査
し

た
観
光
利
用
統
計
調
査
書
は
、
図
書
館
や
県
民
情
報

室
で
昭
和
三
九
年
〜
平
成
五
年
分
を
揃
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︵
④
︶
。

水
谷 

光
希

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

令
和
七
年
度
資
料
収
集
の
概
要

令和 7 年度の主な県史編さん事業収集資料一覧

　
社
会
史
関
係
と
し
て
は
、
県
下
の
米
騒
動
に
関
す
る
新
聞
資

料
な
ど
の
ほ
か
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
滋
賀

県
の
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
機
関
誌
や
、
婦
人
会
活
動
の
記
録

資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
社
会
生
活
の
様

子
な
ど
が
確
認
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
︵
⑤
⑥
⑦
︶
。

　
教
育
関
係
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
県
教
育
会
の
機
関

誌
の
収
集
を
お
こ
な
い
ま
し
た
︵
⑪
︶
。
ま
た
、
郷
土
史
家
に

よ
る
資
料
収
集
の
成
果
で
あ
る
里
内
文
庫
資
料
や
章
斎
文
庫
資

料
に
は
、
県
の
政
治
・
産
業
・
社
会
に
か
か
わ
る
、
他
に
は
な

い
貴
重
な
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
︵
⑫
⑬
︶
。

　
令
和
七
年
度
か
ら
は
、
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
滋
賀
県
市

町
村
沿
革
史
編
さ
ん
資
料
の
調
査
も
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
三
五
〜
四
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
滋
賀
県
市
町
村
沿
革

史
﹄
の
編
さ
ん
事
業
の
際
に
、
各
役
場
等
か
ら
集
め
ら
れ
た
資

料
︵
主
に
明
治
〜
昭
和
三
〇
年
代
の
行
政
文
書
類
︶
が
、
地
域

ご
と
に
約
六
〇
箱
に
分
納
さ
れ
て
、
県
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
昭
和
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
滋
賀
県
市

町
村
沿
革
史
編
さ
ん
資
料
目
録
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
現
在
、
現
物
確
認
し
な
が
ら
目
録

作
成
作
業
と
写
真
撮
影
を
進
め
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
継
続

し
て
い
く
予
定
で
す
︵
⑭
︶
。

　
県
の
歴
史
を
解
明
す
る
う
え
で
、
資
料
は
基
本
情
報
で
す
。

滋
賀
県
の
近
現
代
史
に
関
す
る
資
料
情
報
、
ま
た
古
い
資
料
を

お
持
ち
の
方
は
、
当
館
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
松
井 

め
ぐ
み
︶

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

河島醇関係資料

丁吟関係資料

浜縮緬関係資料

観光関係文献

滋賀県救済協会『時報』
滋賀県社会事業協会『共済』

米騒動史料

婦人会関係資料

唐川布施家文書

冨田家文書

大原家文書

滋賀県教育会雑誌

里内文庫資料

章斎文庫資料

滋賀県市町村沿革史編さん資料

札幌市立中央図書館・北海道立図書館

近江商人郷土館

大阪経済大学日本経済史研究所

県立図書館・県民情報室

大阪公立大学図書館
大阪府立中央図書館

法政大学大原社会問題研究所

野洲市歴史民俗博物館・栗東歴史民俗博物館

個人（長浜市）

個人（長浜市）

個人・甲賀市教育委員会

彦根市立図書館

栗東歴史民俗博物館

個人（米原市教育委員会）

県立図書館

資　料 所蔵先

ち
ょ
う
ぎ
ん



滋賀のアーカイブズ　第20号

　
県
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
史
実
の
裏
付
け
と
な
る
関
連
資
料

の
調
査
を
お
こ
な
い
、
県
史
の
執
筆
に
活
用
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
多
く
の
皆
様
に
も
利
用
し
て
い
だ
け
る
よ
う
に
、

当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
公
開
も
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
聞
記
事
目
録
と
県
立
水
口
高
等
学
校
保
管
資
料

目
録
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

《
京
都
新
聞
記
事
目
録
》

　
過
去
の
新
聞
に
関
し
て
は
、
特
に
本
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
京

都
新
聞
社
︵
前
身
に
あ
た
る
新
聞
社
を
含
む
︶
の
記
事
か
ら
、

滋
賀
県
に
か
か
わ
る
事
項
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
年
度
ご
と
に
公
開
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
令
和

七
年
度
末
で
戦
前
分
の
収
集
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
年
ご
と

の
記
事
目
録
だ
け
で
な
く
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の

全
体
の
目
録
も
備
え
ま
し
た
。
滋
賀
県
に
か
か
わ
る
重
要
事
項

を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

記
事
目
録
全
体
の
期
間

　
明
治
一
四
年
︵
一
八
八
一
年
︶
五
月
二
二
日
〜
昭
和
二
〇
年 

 

︵
一
九
四
五
年
︶
八
月
三
一
日

対
象
紙
　
　
京
都
新
報
、
京
都
滋
賀
新
報
、
中
外
電
報
、
日
出

　
新
聞
、
京
都
日
出
新
聞
等

掲
載
基
準
　
滋
賀
県
に
関
す
る
重
要
な
も
の
。
た
だ
し
、
特
に

　
重
要
な
記
事
に
つ
い
て
は
、
全
国
ま
た
は
他
府
県
の
動
向
に

　
関
す
る
も
の
も
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
開
ペ
ー
ジ
　
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト > 

県
史
編
さ
ん > 

県
史
関

　
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス > 

⒈ 

京
都
新
聞
記
事
目
録

そ
の
他
　
当
館
で
は
新
聞
記
事
の
本
文
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ

　
ん
。
県
立
図
書
館
等
が
公
開
し
て
い
る
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
を
通
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
滋
賀
県
内
で
の
新
聞
発

　
行
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、﹃
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹄
第
一
五

　
号
に
掲
載
の
﹁
湖
国
こ
ぼ
れ
話
⑧
県
史
編
さ
ん
と
新
聞
﹂
を

　
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

《
県
立
水
口
高
等
学
校
保
管
資
料
目
録
》

　
令
和
七
年
度
は
、
県
立
高
校
を
対
象
に
古
い
資
料
・
公
文
書

類
の
保
管
状
況
の
確
認
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
確
認
調

査
が
終
了
し
た
水
口
高
校
保
管
資
料
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
当
該
資
料
は
、
校
長
室
や
倉
庫
、
同
窓
会
館
を
な
ど
で
保
管

さ
れ
て
き
た
一
次
資
料
で
す
。
学
校
運
営
の
中
で
作
成
さ
れ
、

保
管
さ
れ
て
い
る
﹁
現
用
公
文
書
﹂
と
し
て
、
公
文
書
管
理
条

例
に
基
づ
い
て
フ
ァ
イ
ル
管
理
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
資
料

群
と
し
て
の
一
覧
の
便
宜
の
た
め
に
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

目
録
公
開
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
。

目
録
の
期
間
　
明
治
元
年
度
〜
平
成
元
年
度

公
開
ペ
ー
ジ
　
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト > 

県
史
編
さ
ん > 

県
史
関

　
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス > 

⒊ 

県
史
調
査
資
料
目
録

そ
の
他
　
当
該
資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
水
口
高
等
学
校
へ  

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昭
和
二
七
年
以
前
作
成
の
資
料

　
で
、
当
館
に
移
管
を
受
け
た
資
料
に
つ
い
て
は
﹁
特
定
歴
史

　
公
文
書
等
﹂
と
し
て
当
館
に
て
利
用
準
備
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
松
井 

め
ぐ
み
︶

　
令
和
六
年
度
︵
二
〇
二
四
年
度
︶
創
刊
の
研
究
誌
﹃
滋
賀
県

史
研
究
﹄
の
第
二
号
を
、
令
和
八
年
三
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

研
究
誌
の
各
論
文
等
は
、J-S

T
A

G
E

︵
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
︵JS

T

︶
が
運
営
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
︶
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

《
第
二
号
目
次
》

論
文

　
初
期
議
会
期
の
民
力
休
養
路
線
と
自
由
党
大
井
派

　
　
―
滋
賀
県
会
解
散
事
件
を
中
心
に
―   

…
…
…
大
月 

英
雄

　
自
衛
隊
演
習
場
と
地
域
社
会

　
　
―
滋
賀
県
饗
庭
野
演
習
場
に
注
目
し
て
―   

…
中
西 

友
汰

研
究
ノ
ー
ト

　﹁
三
方
よ
し
﹂
の
再
検
討

　
　
―
近
江
商
人
の
﹁
三
方
よ
し
﹂
か
ら
日
本
商
人
の
﹁
三
方

　
　
よ
し
﹂
へ
―
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
坂
根 

嘉
弘

研
究
展
望
・
時
評

　
公
文
書
館
の
歴
史
資
料
を
用
い
た
学
習
の
研
究

　
　
―
滋
賀
県
立
公
文
書
館
に
よ
る
学
校
教
育
連
携
事
業
を
事

　
　
例
と
し
て
―
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
久
保
田 

重
幸

資
料
紹
介

　
唐
川
布
施
家
文
書
の
﹁
蚕
種
検
査
法
﹂
制
定
運
動
に
関
す
る

　
　
史
料
　
―
布
施
孫
一
郎
と
自
由
党
の
関
係
を
中
心
に
― 

…
…
…
…
…
堀 

雄
高

県
史
編
さ
ん
の
記
録

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

県
史
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹
介

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

『
滋
賀
県
史
研
究
』
第
二
号
を
発
行



令和８年（2026）9月

　
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
、
慢
性
的
な
不
況
に
直
面
し
て
い
た

日
本
は
、
外
貨
獲
得
を
目
的
と
し
た
外
客
誘
致
政
策
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
〇

年
︵
昭
和
五
年
︶
に
鉄
道
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
際

観
光
局
で
す
。
同
局
は
、
外
客
に
対
応
し
た
国
際
観
光
ホ
テ
ル

の
建
設
を
地
方
公
共
団
体
に
斡
旋
す
る
た
め
の
融
資
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
滋
賀
県
は
、
そ
れ
ま
で
に
も
琵
琶
湖
を
中
心
と

す
る
景
勝
地
を
観
光
資
源
と
す
べ
く
環
境
整
備
を
行
っ
て
き
た

経
緯
も
あ
っ
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
建
設
さ
れ
た
の
が
、
湖
畔
の
柳
が
崎
に
立
つ
琵
琶
湖

ホ
テ
ル
︵
現
び
わ
湖
大
津
館
︶
で
す
。
本
欄
で
は
、
当
館
が
所

蔵
す
る
建
設
計
画
や
経
営
に
関
す
る
資
料
群
か
ら
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
建
設
計
画
は
、
除
野
康
雄
知
事
の
下
で
一
九
三
一
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
内
務
部
庶
務
課
が
作
成
し
た
簿
冊
︵
昭
て

９-

１
︶
に
は
、
計
画
最
初
期
に
お
け
る
往
復
文
書
・
計
画
書

等
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
認
で
き
る
最
も
早
い
時
期
の
文

書
は
、
融
資
の
詳
細
に
つ
い
て
の
最
初
の
問
い
合
わ
せ
に
関
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
同
年
三
月
二
六
日
付
の
国
際
観
光
局
宛

照
会
文
書
案
で
す
︵
昭
て
９-

１
︵
５
︶
︶
。
こ
れ
以
降
、
県
参
事
会

に
お
け
る
協
議
や
株
式
会
社
都
ホ
テ
ル
︵
特
に
同
社
社
長
の
藤

村
義
朗
︶
と
の
協
力
を
通
じ
て
建
設
計
画
概
要
を
作
成
し
、
同

局
へ
の
提
出
に
至
っ
た
様
子
が
、
各
所
と
の
往
復
文
書
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

【
資
料
紹
介
㉑
】 

国
際
観
光
ホ
テ
ル（
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
）関
係
文
書

〔国際観光局宛照会文書案
（1931年3月26日付）〕 【昭て９-１（５）】

　
翌
年
、
除
野
の
退
任
に
よ
り
、
事
業
は
新
庄
祐
治
郎
知
事
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
新
庄
に
よ
る
計
画
の
趣
旨
説
明
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
︵
昭
お
５
︵
２-

１
︶
︶
。
そ
の
中
で
は
、
﹁
湖
畔
周

遊
道
路
﹂
が
早
晩
開
通
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
大
津
を
﹁
全

国
中
最
も
遠
大
雄
偉
な
る
周
遊
観
光
地
﹂
と
す
る
た
め
の
本
計

画
が
時
宜
に
適
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
大
津
間
国
道
の
完
成
も
間
近
に
控
え
て
い
た
当
時
に
お
い

て
、
ホ
テ
ル
建
設
計
画
の
念
頭
に
は
、
道
路
交
通
網
の
整
備
に

よ
る
観
光
地
と
し
て
の
需
要
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
が
ホ
テ
ル
建
設
に
よ
る
観
光
都
市
創
出
に
意
気
込
む
一
方
、

大
津
市
料
理
組
合
と
大
津
市
旅
館
組
合
が
提
出
し
た
陳
情
書

︵
昭
て
10-

１
︵
２-

３
︶
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
八
日
︶
か
ら

は
、
地
元
同
業
者
の
目
線
も
う
か
が
え
ま
す
。
陳
情
書
で
は
、

外
客
を
主
た
る
対
象
と
す
る
と
い
う
国
際
観
光
ホ
テ
ル
の
当
初

の
営
業
方
針
が
、
営
利
目
的
の
た
め
内
地
人
遊
覧
客
に
重
き
を

お
く
よ
う
に
転
換
さ
れ
る
、
と
の
噂
を
取
り
上
げ
、
﹁
地
方
旅

館
料
理
店
を
露
骨
に
圧
迫
す
る
が
如
き
営
業
方
針
﹂
を
避
け
る

よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。
地
元
の
同
業
者
に
と
っ
て
、
国
家
の

資
金
が
投
じ
ら
れ
た
国
際
観
光
ホ
テ
ル
は
、
既
存
の
客
層
を
侵

食
す
る
脅
威
と
し
て
見
な
さ
れ
得
る
存
在
で
し
た
。

　
一
九
三
四
年
一
〇
月
に
は
、
い
よ
い
よ
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
と
し

て
営
業
を
開
始
し
ま
す
が
、
開
業
後
数
年
の
経
営
状
況
が
垣
間

見
え
る
営
業
報
告
書
が
あ
り
ま
す
︵
県
が
経
営
を
委
託
す
る
株

式
会
社
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
の
株
主
総
会
資
料
、
第
一
回
︵
一
九
三

五
︶
〜
第
四
回
︵
一
九
三
七
年
︶
、
昭
て
15
︵
58
︶
︶
。
開
業
か

ら
半
年
後
の
報
告
書
で
は
、
外
国
人
来
館
者
が
延
べ
四
六
五
名

に
及
ん
だ
こ
と
を
受
け
﹁
ホ
テ
ル
建
設
の
主
眼
た
る
外
客

誘
致
の
本
旨
に
副
ふ
を
得
﹂
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
数
は
国
内
各
地
に
建
て
ら
れ
た
他
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
の

外
国
人
利
用
者
数
と
比
較
し
た
と
き
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
言

え
な
い
も
の
で
し
た
︵
例
え
ば
、
蒲
郡
ホ
テ
ル
︵
愛
知
県
︶
の

一
九
三
四
年
一
二
月
か
ら
翌
年
一
一
月
ま
で
の
外
国
人
宿
泊
者

数
は
延
べ
一
八
九
九
名
︶
。
ま
た
、
そ
の
後
の
営
業
成
績
も
か

ん
ば
し
く
な
く
、
三
、
四
年
目
に
は
、
業
績
全
体
の
悪
化
を
報

告
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
客
数
は
、
維
持
ま
た
は
増
加
し
て
い

る
と
さ
れ
る
一
方
、
外
国
人
利
用
者
数
は
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
外
客
誘
致
と
い
う
本
来
の
目
的
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

成
果
は
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
当
館
で
は
、
計
画
段
階
か
ら
営
業
開
始
後
に

至
る
ま
で
の
文
書
を
多
数
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　    

︵
鷲
澤 

遼
祐
︶

【
参
考
文
献
】

砂
本
文
彦
﹃
近
代
日
本
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト
　
一
九
三
〇
年
代
の
国
際
観

　
光
ホ
テ
ル
を
中
心
に
﹄
青
弓
社
、
二
〇
〇
八
年

：
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﹁
戦
時
下
﹂
と
い
う
と
、
一
九
四
一
年
︵
昭
和
一
六
年
︶
以

降
の
太
平
洋
戦
争
期
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
に
端

を
発
し
た
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
戦
線
か
ら
遠
く
離
れ
た
滋

賀
県
の
人
々
も
、
戦
時
下
の
生
活
を
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
︵
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
︶

ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
戦
時
下
の
県
民
や
県
庁
の
様
子
が
わ

か
る
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
精
神
総
動
員

　
一
九
三
七
年
八
月
︵
盧
溝
橋
事
件
の
翌
月
︶
、
政
府
は
﹁
国

民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
﹂
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
趣

旨
は
、
困
難
な
時
局
を
克
服
し
、
﹁
皇
運
を
扶
翼
﹂
す
る
た
め
、

﹁
官
民
一
体
と
な
り
て
一
大
国
民
運
動
﹂
を
起
こ
そ
う
と
す
る

も
の
で
し
た
。
後
に
言
及
す
る
興
亜
奉
公
日
の
設
定
・
実
施
や
、

贅
沢
全
廃
運
動
も
そ
の
一
環
で
す
。

　
同
年
一
〇
月
二
日
、
滋
賀
県
は
政
府
の
方
針
を
受
け
、
国
民

精
神
滋
賀
県
実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
﹁
滋
賀
県
国
民

精
神
総
動
員
実
施
要
綱
﹂
︵
昭
ひ
２
︵
５
︶
︶
を
見
る
と
、
﹁
堅

忍
持
久
の
精
神
の
涵
養
﹂
﹁
困
苦
欠
乏
に
堪
ふ
る
心
身
の
鍛
錬
﹂

と
し
て
早
起
き
の
励
行
、
神
宮
・
宮
城
遥
拝
、
麦
飯
の
奨
励
、

強
行
遠
足
の
奨
励
等
、
﹁
銃
後
後
援
の
教
化
持
続
﹂
と
し
て
祈

願
祭
や
出
征
軍
人
遺
家
族
援
護
の
徹
底
、
隣
保
会
の
組
織
化
、

勤
労
奉
仕
等
、
﹁
非
常
経
済
政
策
へ
の
協
力
﹂
と
し
て
勤
労
奉

仕
、
冗
費
節
約
・
貯
蓄
奨
励
、
国
産
品
の
使
用
奨
励
と
輸
入
品

【
資
料
紹
介
㉒
】 

戦
時
下
の
県
民
と
県
庁

の
使
用
制
限
、
金
製
品
の
使
用
抑
制
等
、
実
に
七
一
に
及
ぶ
実

践
細
目
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
亜
奉
公
日

　
一
九
三
九
年
八
月
、
毎
月
一
日
を
﹁
興
亜
奉
公
日
﹂
と
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
﹁
戦
場
の
労
苦
を
偲
び
、
自
省

之
を
実
生
活
に
具
現
﹂
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
一

回
目
の
興
亜
奉
公
日
で
あ
る
九
月
一
日
に
向
け
、
滋
賀
県
は
実

践
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
︵
大
す
194-

１
︵
11
︶
︶
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
県
庁
で
は
国
旗
掲
揚
式
を
行
い
、
課
内
の
整
理
や
物
資
の

節
約
、
事
務
能
率
向
上
と
勤
労
の
倍
加
、
正
午
の
黙
祷
、
一
汁

一
菜
の
昼
食
、
禁
煙
の
実
践
を
徹
底
す
る
と
あ
り
ま
す
。
ま
た

職
員
は
、
家
庭
に
お
い
て
も
早
朝
に
起
床
し
て
神
社
参
拝
す
る

こ
と
や
、
禁
酒
・
禁
煙
、
宴
会
や
観
劇
等
を
控
え
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
徒
歩
で
通
勤
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
資
料

に
は
、
他
自
治
体
・
機
関
等
の
興
亜
奉
公
日
の
実
践
に
関
す
る

新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
畿
他
府
県

や
広
島
、
富
山
等
と
と
も
に
、
台
湾
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
滋
賀
県
の
実
践
内
容
と
大
同
小
異
で
す
が
、
記
事
に
は
赤
線

や
書
き
込
み
も
見
ら
れ
、
他
所
で
の
実
践
の
様
子
を
参
考
に
し
た

か
、
あ
る
い
は
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

戦
時
生
活
の
徹
底

　
一
九
四
〇
年
七
月
七
日
に
制
定
さ
れ
た
七
・
七
禁
令
︵
奢
侈

品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
︶
に
よ
り
、
様
々
な
製
品
の
製
造
・

販
売
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
展
開
さ
れ
た
の
が

﹁
贅
沢
全
廃
運
動
﹂
で
す
。
製
造
・
販
売
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
も
﹁
贅
沢
品
﹂
の
購
入
や
使
用
を
抑
止
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
滋
賀
県
で
は
実
践
事
項
を
定
め
県
民
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
県
職
員
は
﹁
県
民
に
率
先
垂
範
の
実
を
挙
げ
﹂
る
べ

き
と
し
て
、
前
記
実
践
事
項
︵
生
活
必
需
品
以
外
の
製
品
の
購

入
・
使
用
の
廃
止
、
華
美
な
服
装
の
廃
止
、
宴
会
や
旅
行
の
制

限
、
自
動
車
利
用
の
制
限
等
︶
に
加
え
、
﹁
県
庁
実
践
事
項
﹂

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
︵
昭
お
38
︵
22
︶
︶
。
そ
の
内
容
は
、
宴

会
の
全
廃
、
靴
や
衣
服
の
新
調
の
制
限
、
革
製
カ
バ
ン
・
手
袋

の
新
調
廃
止
、
公
用
外
の
写
真
機
の
購
入
・
使
用
の
廃
止
、
金

製
品
や
そ
の
類
似
品
の
使
用
の
廃
止
等
で
し
た
。
こ
の
実
践
事

項
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
県
総
動
員
課
は
各
課
に
実
践
案
を

提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
各
課
か
ら
出
さ
れ
た
案
に
は
、
ペ
ッ
ト

飼
育
の
廃
止
や
執
務
中
の
間
食
禁
止
、
茶
で
は
な
く
白
湯
を
飲

む
等
の
意
見
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
相
互
に
監
視
し
合
い
、
贅

沢
廃
止
の
促
進
を
目
指
す
と
の
提
案
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
四
〇
年
に
は
既
に
食
糧
事
情
の
逼
迫
も
始
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
同
年
中
に
滋
賀
県
で
も
日
用
品
や
食
料
の
切
符
制
が
導

入
さ
れ
、
﹁
戦
時
生
活
の
徹
底
﹂
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

く
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
三
点
の
資
料
に
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
以
外
に

も
、
県
職
員
の
招
集
に
伴
う
事
務
の
記
録
や
、
国
債
の
販
促
、

戦
勝
祝
賀
行
事
に
関
す
る
も
の
等
、
銃
後
の
県
政
や
県
下
の
様

子
が
わ
か
る
文
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　  

︵
西
脇 

彩
央
︶

国
民
精
神
総
動
員
強
化
週
間
の
宣
伝
カ
レ
ン
ダ
ー

︻
昭
ひ
２
︵
４-

３
︶
︼
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︻
昭
和
百
年
記
念
展
第
２
弾
︵
第
21
回
企
画
展
︶
︼

「
公
文
書
に
み
る
昭
和
の
戦
争
の
記
録
」

会
期
：
８
月
24
日（
月
）〜
11
月
19
日（
木
）

時
間
：
９
時
〜
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
休
館
）

会
場
：
公
文
書
館
閲
覧
室　

[

見
学
無
料]

︻
県
史
講
演
会
︼

「
近
代
滋
賀
県
政
と
自
治
の
展
開

　
　
　
―
公
共
性
・
政
党
政
治
・
観
光
都
市
―
」

講
師
：
森 

靖
夫 

さ
ん

　
　

 　
（
同
志
社
大
学
教
授
・
県
史
編
さ
ん
編
集
委
員
）

日
時
：
12
月
１
日（
火
） 

14
時
〜
15
時
30
分

会
場
：
コ
ラ
ボ
し
が
21
大
会
議
室 [

聴
講
無
料
／
要
予
約]

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
民
主
化
や
国
際
化
と

い
う
世
界
的
潮
流
の
な
か
で
、
滋
賀
県
は
県
政
と
自
治

を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
滋
賀
県
政
の
源
流
を
探
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

︻
閲
覧
方
法
︼

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
検
索
」
か
ら
、
閲
覧
し
た
い

　
資
料
を
検
索
し
ま
す
。

②
利
用
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
し
が
ネ
ッ
ト

　
受
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
、

　
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
ま
す
。

＊
利
用
制
限
情
報
の
審
査
を
行
い
、
申
請
後
三
〇
日
以
内

　
に
利
用
決
定
を
行
い
ま
す
（
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

　
り
審
査
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　
準
備
が
で
き
次
第
、
利
用
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
事
前
に
閲
覧
日
を
連
絡
の
上
、
右
決
定
通
知
書
を
持
っ

　
て
御
来
室
く
だ
さ
い
。

※
目
録
の
利
用
区
分
が
「
公
開
」
の
資
料
で
あ
れ
ば
、
簡

　
易
閲
覧
と
し
て
当
日
に
利
用
で
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
利
用
︼

・
資
料
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
（
写
し
の
交
付
も
で
き
ま
す
）
。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査

　

な
し
で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
保
護
の
た
め
、
館
内
で
の
飲
食
、
鉛
筆
以
外

　

の
筆
記
用
具
の
使
用
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　昭和の戦争の記憶が薄れつつある

いま、当館所蔵資料等から、戦時下

の滋賀県の様子を御紹介します。


